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＜連絡事項＞
・死亡診断書使用の際は、東病棟の診察の物を使用して下さい（右下の青南病院の印が押
されているか確認をする）。
＜患者様連絡事項＞
・丸尾　貴史様～息子様が直接連絡をとりたがっているが、本人は主治医に控えるように言われている為出来ないと話している。最初はお金の事だと話していたが、時間があくとその件はもういいと話している。途中支払いの話かと思われSWへ介入してもらったが、お金の話は無くなった事は伝えている。息子様は連絡をとりたがっている事を主治医へ報告し、対応について相談して下さい。
・夏坂　浩美様～家族のみ八戸赤十字病院へ受診しお薬持参あり。深澤Drへ報告し継続の指示。
・崎地　駿一様～持参薬あり。深澤Drへ報告し全て継続の指示。
・高橋　繁様～12/11　南病棟転出予定。
・逸見　正浩様～10：45　やまばと寮へ退院。
・袴田　将司様～シンラック液2本処方。

・木村　格治様～シンラック液3本処方。
・中村　美代子様～ハップスター2袋処方。

・高屋敷　良子様～先週末食事量少なく乏尿である事を窪田Drへ報告。点滴3本目にビーフリード1本追加指示（1日分）。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。対面時は無表情で応対するが、妄想に関する発言は聞かれず落ち着いている。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。言葉に過敏に反応し、他患にやや干渉的となる事はあるがトラブルはなく経過。妄想に関する発言や粗暴行為はみられない。夜間良眠。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。開放時間前になるとドア蹴りみられ、説明に対しても了解悪い。開放時はスタッフと会話や作業をして落ち着いて過ごす。不潔行為や飲水行為ない。4：30覚醒、早朝覚醒傾向にあり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。「盗聴器をつけているだろ」「警察に言ったのか」など被害的言動が多い。対面していると一時的に落ち着くが、すぐにドア蹴りをしている。食事も摂らず各食1/4量に留まる。夜間は良眠。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・松浦　末太郎様～了解悪く介入への易怒性あり。夜間不眠傾向にあって頓服薬を使用している。失見当識著明で、トイレの場所がわからなかったり、パンツを下げたままトイレから出てくる様子や他室侵入頻回にあり、常に見守りや介入を要している。食事は各食全量摂取。
・木村　格治様～高圧的な態度や声高さみられ他者干渉が過度となっている。応対する時は落ち着いている。夜間良眠。
・泉山　紀子様～幻聴に対しての苦痛訴え多く飲水要求頻回。待つように伝えると、どうしてもほしいと話し立ったまま尿失禁あり。体重の増減は過度ではなく、明らかな隠れ飲水はない。
・大山　敏子様～「ご飯食べている間に6000円盗られた」とスタッフへ訴えてくる。帰宅要求多く了解は悪いが、対応は穏やか。

・夏坂　浩美様～バイタルサイン特変なし。各食全量摂取出来ている。肛門一部硬結あり、肛門より少量ずつ便汁排出している。
・十日市　伸子様～バイタルサイン特変なし。頚部腫瘤部からの黄色浸出液は出続けている。体に少しでも触れると過敏に反応し抵抗する様子がある。食事は疎通測れず開口しない事で不食が続いている。
・藤井　孝蔵様～バイタルサイン特変なし。左大腿後面からの出血・排膿はあるが少量。右膝褥瘡から膿様の浸出液ごく少量。各食ほぼ全量摂取。
・高屋敷　良子様～食事摂取後に痰絡みが多くなる。口の不随意運動常にみられうまく嚥下出来ずむせこみ強い。食事は数口摂取に留まる。14時体温37.9℃、酸素2Lカヌラで80％後半へ低下、吸引し白色粘稠痰多めに除去するが改善なし。14時酸素5Lマスクへ増量し92％前後へ改善している。
